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インターネットをはじめ、すでにＩＴ(情報
技術)は、私たちの日々の暮らしや経済活動と
深く関わっていて、その活用の幅はどんどん
広がっています。
こうした中、県では、県民のみなさんが、

ＩＴに親しみ活用してもらえるよう「ＩＴ総合
センター(仮称)」の整備を進めています。
めざすのは、まず県民のみなさんにＩＴに触
れ、慣れていただくこと、さらにはＩＴ社会
をリードするような人材を育てることです。
それから、ＩＴを活用して新しい産業を起こ
したり、地場産業を活性化することにも一役
買いたいと考えています。
現在、実際に工事を行うための設計図を作

成中で、来年度(平成14年度)に着工し、平成
16年の春オープンする予定です。

施設の概要
○場所：田辺市新庄町字東内ノ浦　○敷地面積：約46,000m2

○建物：鉄骨造2階建　　　　　　○延床面積：約9,400m2

問い合わせ　県庁情報政策課　t073（441）2407



児
童
の
虐
待
と
そ
の
取
り
組
み

虐
待
の
通
告
が
あ
っ
た
場
合
、
児

童
相
談
所
で
は
、
民
生
児
童
委
員
や

学
校
な
ど
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
虐

待
の
有
無
や
状
況
を
総
合
的
に
判
断

し
、
必
要
に
応
じ
て
一
時
保
護
を
活

用
し
子
供
の
ケ
ア
と
親
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も

啓
発
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
よ
り

き
め
細
か
い
対
応
を
図
る
た
め
の
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。

県
単
事
業
で
あ
る
福
祉
医
療（
老
人
、

乳
幼
児
、
重
度
心
身
障
害
、
ひ
と
り

親
家
庭
）の
補
助
の
継
続
を

県
で
は
財
政
健
全
化
の
た
め
の

「
財
政
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ

き
、
あ
ら
ゆ
る
事
務
事
業
の
評
価
検

討
を
行
っ
て
い
る
。
福
祉
医
療
費
助

成
事
業
に
つ
い
て
も
、
今
後
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
、
増
大
・
多
様
化
す

る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
福
祉

施
策
全
体
で
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

台
風
11
号
に
よ
る
被
害
と
対
策

小
匠
ダ
ム
の
災
害
復
旧

ダ
ム
下
流
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て

は
、
災
害
対
策
上
緊
急
を
要
す
る
た

め
、
早
急
な
復
旧
を
す
べ
く
町
当
局

と
協
議
の
結
果
、
県
営
災
害
復
旧
事

業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
現

在
、
鋭
意
作
業
を
進
め
て
い
る
。

高
校
に
お
け
る
今
後
の
通
学
区
域

の
あ
り
方

近
年
人
口
動
態
等
も
変
化
し
、
生

徒
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
、
価
値
観
も

多
様
化
し
、
ま
た
、
本
年
６
月
、
法

改
正
に
よ
り
、
通
学
区
域
の
設
定
は

各
府
県
の
判
断
に
任
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

今
後
の
本
県
に
お
け
る
普
通
科
の
通

学
区
域
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、そ
の
見

直
し
や
対
応
策
を
含
め
、
で
き
る
だ

け
早
く
結
論
を
出
せ
る
よ
う
、さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
中
で
、

県
庁
正
面
玄
関
か
ら
の
障
害
者
、

高
齢
者
等
の
出
入
り
の
改
善

障
害
者
の
方
や
、
高
齢
者
の
方
が

来
庁
さ
れ
た
と
き
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

条
例
制
定
後
、
平
成
９
年
度
よ
り
計

画
的
に
障
害
者
用
ト
イ
レ
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
設
置
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
や

自
動
ド
ア
等
を
設
置
し
て
き
た
。
本

館
正
面
か
ら
の
出
入
り
に
つ
い
て
は
、

ご
不
便
を
か
け
て
い
る
が
、
正
面
階

段
の
傾
斜
が
か
な
り
急
で
あ
る
な
ど

の
構
造
上
の
問
題
も
あ
り
、
一
般
的

な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
方
策
に
つ
い
て
幅
広
く

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

市
町
村
合
併

県
の
特
別
支
援
策

地
域
に
お
い
て
、
合
併
推
進
に
向

け
た
取
り
組
み
が
活
発
に
行
わ
れ
る

た
め
に
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
県
の
合
併
支
援
本
部
に
お
い

て
、
政
府
の
市
町
村
合
併
支
援
プ
ラ

ン
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
各
部
局

が
連
携
し
て
新
市
町
村
の
円
滑
な
建

設
に
資
す
る
総
合
的
な
支
援
策
を
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

「
緑
の
公
共
事
業
」
そ
の
内
容
と

ね
ら
い

県
内
の
荒
れ
て
い
る
経
済
林
を
何

と
か
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
、
一
方
、
小
泉
構
造
改
革
に
伴

う
痛
み
と
し
て
雇
用
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
京
都
議
定
書
問

題
で
森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
が
大

事
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
、
森
林
等
の

保
全
整
備
を
行
う
こ
と
で
、
雇
用
の

創
出
を
図
る
「
緑
の
雇
用
事
業
」
を

提
言
し
た
。

観
光
振
興

連
続
テ
レ
ビ
小
説「
ほ
ん
ま
も
ん
」に
関

連
し
て
首
都
圏
や
全
国
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ

「
ほ
ん
ま
も
ん
和
歌
山
」
を
テ
ー

マ
に
同
番
組
と
の
イ
メ
ー
ジ
リ
ン
ク

を
図
り
な
が
ら
、関
西
圏
、首
都
圏
、中

京
圏
、
九
州
圏
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

全
国
エ
リ
ア
に
向
け
た
ポ
ス
タ
ー
の

掲
出
、主
要
旅
行
雑
誌
へ
の
記
事
掲
載
、

ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

情
報
発
信
を
行
う
な
ど
、関
係
市
町
村

と
連
携
し
な
が
ら
、和
歌
山
の
魅
力
を

全
国
に
向
け
て
強
力
に
情
報
発
信
し
、

集
客
に
努
め
て
い
き
た
い
。

教
育
関
係

15
の
春
を
泣
か
せ
な
い
た
め
に

高
等
学
校
へ
の
入
学
者
選
抜
に
関

し
て
、
来
年
度
の
募
集
定
員
は
、
各

地
域
の
中
学
校
卒
業
予
定
生
徒
数
や

学
校
の
規
模
、
進
学
率
、
各
学
科
へ

の
志
願
状
況
、
さ
ら
に
保
護
者
や
生

徒
の
希
望
状
況
を
反
映
し
た
県
立
高

校
へ
の
戻
り
傾
向
も
十
分
考
慮
し
な

が
ら
、
総
合
的
な
観
点
に
立
っ
て
慎

重
に
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

和
歌
山
市
内
の
道
路
整
備

大
雨
に
よ
る
道
路
の
冠
水
対
策

下
水
道
事
業
者
と
し
て
の
和
歌
山

市
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
、
抜
本

対
策
に
取
り
組
み
、
早
期
解
消
に
向

け
努
力
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
暫

定
措
置
と
し
て
、
こ
の
10
月
に
通
称

田
中
町
ア
ン
ダ
ー
東
側
に
排
水
路
新

設
工
事
を
発
注
す
る
予
定
で
あ
る
。

住
民
の
命
・
財
産
を
守
る
七
川
ダ

ム
操
作

操
作
規
則
の
見
直
し

地
元
の
意
見
が
反
映
す
る
シ
ス
テ
ム

と
今
後
の
対
策

よ
り
よ
い
操
作
を
目
指
し
て
、企
業

局
や
町
と
連
携
し
て
操
作
規
則
の
見
直

し
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

地
元
意
見
の
反
映
に
つ
い
て
も
、地

元
の
皆
様
か
ら「
予
備
放
流
水
位
の
見

直
し
が
で
き
な
い
か
。」等
の
要
望
を

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、町
と
連
携
し

な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

紀
州
梅
産
地
の
危
機
を
乗
り
越
え

る
た
め

「
紀
州
梅
」ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
販
売
戦
略

果
樹
王
国
和
歌
山
の
展
開
を
図

る
上
で
、
販
売
戦
略
の
構
築
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
農
業

団
体
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
戦
略

プ
ラ
ン
づ
く
り
の
た
め
の
問
題
点

の
整
理
や
方
策
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
多

く
の
関
係
者
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
梅
も
含
め
果
実
の
方
向
づ
け
を

早
急
に
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

湾
岸
道
路
の
整
備

湾
岸
道
路
の
構
想
は
、
多
大
な
事

業
費
が
必
要
と
な
る
が
、
地
域
経
営

と
い
う
観
点
か
ら
非
常
に
夢
の
あ
る

話
で
あ
る
。
道
路
部
門
が
中
心
と
な

っ
て
、本
年
度
か
ら
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
調
査

を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
構
想
の
う
ち
、
海
南

〜
有
田
間
に
つ
い
て
は
、
国
道
42
号

の
渋
滞
緩
和
の
た
め
バ
イ
パ
ス
計
画

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

南
方
熊
楠
記
念
館

県
民
の
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
テ

ー
マ
と
し
て
の
取
り
組
み

学
校
で
は
副
教
材
「
ふ
る
さ
と
わ

か
や
ま
の
心
」
等
を
作
成
し
、南
方

熊
楠
を
は
じ
め
と
す
る
先
人
の
生
き

方
や
業
績
を
取
り
上
げ
、「
道
徳
」や

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」等
に
お
い

て
活
用
し
て
い
る
。社
会
教
育
の
場

で
は
、現
在
、和
歌
山
、三
重
、奈
良

の
３
県
が
南
方
熊
楠
も
含
む
各
々
の

郷
土
学
習
用
の
ビ
デ
オ
を
共
同
で
管

理
し
、
貸
与
す
る
な
ど
広
く
利
用
に

供
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。（
抜
す
い
）

●
木
村
県
政
の
１
年
を
振
り
返
っ
て

●
児
童
養
護
施
設
の
職
員
配
置
基
準

の
見
直
し

●
台
風
11
号
に
よ
る
養
殖
漁
業
（
ま

ぐ
ろ
等
）
の
被
害
と
対
応

●
税
源
移
譲
と
地
方
税
源
の
充
実
策

●
県
内
に
お
け
る
狂
牛
病
の
現
状
と

取
り
組
み

●
森
林
整
備
　
新
基
本
法
の
下
で
の
県

の
取
り
組
み

●
20
世
紀
と
21
世
紀
の
企
業
、
雇
用
の

あ
り
方
を
根
本
的
に
問
い
直
し
、変
え
る

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

●
米
戦
艦
の
入
港
に
関
連
し
て

●
大
規
模
地
震
の
予
測
と
津
波
災
害

へ
の
対
応

●
熊
野
川
を
清
流
に
戻
す
た
め
、
今

こ
そ
二
津
野
ダ
ム
の
撤
去
を

●
御
坊
火
電
の
「
煤
塵

ば
い
じ
ん

」
暴
露
試
験

の
実
施

●
２
巡
目
の
国
体

●
南
方
熊
楠
記
念
館
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
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県議会9月定例会は、9月11日から9月28日までの18日間に

わたって開催されました。この9月定例会では開会にあたって、

7月に逝去された木下秀男議員への追悼演説がありました。

続いて、木村知事が台風11号により被災された方々への

お見舞いの言葉を述べた後、就任１年を迎え、新しい個性

と魅力をもった「21世紀の先進県和歌山」をめざして全力

で県政を推進してまいりたいと基本的な考え方を示し、北

東アジア地域自治体首脳会議、地方の道路財源の必要性を

訴える東京会議、県財政の長期展望、県立医科大学跡地利

用、世界遺産登録、株式会社バーチャル和歌山の創立、ア

ジア地域との観光交流等について述べました。

また、平成13年度一般会計補正予算案、平成13年度県用

地取得事業特別会計補正予算案、県税条例の一部を改正す

る条例、県使用料及び手数料条例の一部を改正する条例、

訴訟の提起、財産の取得、工事請負契約の締結、平成12年

度県歳入歳出決算の認定、平成12年度県公営企業決算の認

定、教育委員会委員、公安委員会委員、土地利用審査会委

員の任命などの議案26件と知事専決処分報告1件が提案さ

れ、平成12年度和歌山県歳入歳出決算の認定、平成12年度

和歌山県公営企業決算の認定が閉会中の継続審査となった

ほかは、いずれも原案どおり可決・同意・承認されました。

このほか、予算及び予算関連事項を、総合的に審査する

ため設置された予算委員会において本年2月定例会に引き

続き審査が行われました。

請願については、5件が継続審査となりました。

意見書については、「米国における同時多発テロ事件に関す

る意見書」「緑の雇用事業による地方版セーフティネットの構

築に関する意見書」が可決され、関係機関に送付されました。

質疑及び一般質問には14人の議員が登壇し、県政各般にわ

たる諸問題について活発な論議が展開されました。

主な質問と、これに対する知事や関係当局の答弁要旨は

次のとおりです。 （要約抜すい）

「21世紀の先進県和歌山」を

めざして

県議会だより  9月定例会の概要�県議会だより  9月定例会の概要�

ワ
ー
キ
ン
グ
ウ
ー
マ
ン
の
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
講
座
（
無
料
）

講
師
羽
山
京
子
氏
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
）

時
12
月
１
・
８
・
15
日

13
時
30
分
〜

場
り
ぃ
ぶ
る

定
30
人
（
先
着
順
）

申
Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
、
又
は
電
話

で
11
月
26
日
ま
で
に
り
ぃ
ぶ
る

※
一
時
保
育
希
望
は
11
月
22
日
ま
で

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

「
り
ぃ
ぶ
る
フ
ェ
ス
タ
in
は
し
も
と
」

（
３
月
24
日
開
催
）
に
お
い
て
来
場
者

投
票
に
よ
る
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
。
入

賞
者
に
は
賞
品
あ
り
。

テ
ー
マ
「
家
族
」「
絆

き
ず
な

」「
自
分
ら
し
さ
」

規
定
サ
イ
ズ
は
４
つ
切
り
（
ワ
イ
ド
判

不
可
）、
カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
い
ず
れ

も
可
、
額
装
・
パ
ネ
ル
貼
り
不
可
、
一

人
３
点
以
内

申
出
展
票
※
を
写
真
の
裏
に
貼
付
し
、

１
月
31
日
ま
で
に
り
ぃ
ぶ
る

※
出
展
票
は
り
ぃ
ぶ
る
、
各
振
興
局
県

民
行
政
部
総
務
課
で
配
布

再
就
職
希
望
女
性
の
技
術
講
習
会

科
目

パ
ソ
コ
ン
（
日
商
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
３
級
受
験
）

時
１
月
10
日
〜
２
月
18
日
の
水
〜
金
曜

と
１
月
28
日
・
２
月
４
・
17
・
18
日

場
県
立
橋
本
体
育
館
（
橋
本
市
）

定
20
人
（
初
心
者
に
限
る
）

費
テ
キ
ス
ト
代
、
検
定
料
自
己
負
担

申
11
月
28
〜
30
日
に
会
場
へ
官
製
ハ

ガ
キ
１
枚
持
参
し
本
人
来
所

問
　
県
男
女
共
生
社
会
推
進
セ
ン
タ
ー

り
ぃ
ぶ
る

〒
640
―
８
３
１
９
和
歌
山
市
手
平
２
―

１
―
２
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
９
階

t
０
７
３（
435
）５
２
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
３（
435
）５
２
４
７

Ｅ
メ
ー
ル

e
0
3
1
5
0
1
2
@
o
ffic
e
.w
a
k
a
y

a
m
a
.g
o
.jp
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県
営
住
宅
入
居
者
・
補
欠
者

申
込
用
紙
配
布
11
月
５
〜
20
日
に
各

振
興
局
建
設
部
（
海
草
除
く
）、
田
辺

市
、
県
庁
住
宅
課

受
付
11
月
20
・
21
日

問
西
牟
婁
振
興
局
建
築
課

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

時
12
月
10
・
11
・
12
・
14
日

10
時
〜

場
県
男
女
共
生
社
会
推
進
セ
ン
タ
ー

り
ぃ
ぶ
る
（
和
歌
山
市
）

対
子
育
て
経
験
の
あ
る
保
育
活
動
希

望
者
、
保
育
士
有
資
格
者
50
人
　
抽

申
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
（
年
齢
）、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
11
月

16
日
ま
で
に
（財）
21
世
紀
職
業
財
団
和

歌
山
事
務
所
〒
640
―
８
３
４
１
和
歌

山
市
黒
田
84
―
１
阪
和
第
一
ビ
ル
、

FAX
０
７
３（
475
）１
７
６
６

問
申
込
先
t
０
７
３（
475
）１
７
６
５

商
品
知
識
講
座

内
容
「
ヘ
ア
カ
ラ
ー
の
商
品
知
識
」

時
11
月
20
日
　
13
時
30
分
〜

場
日
高
振
興
局
別
館
（
御
坊
市
）

定
50
人
（
先
着
順
）

申
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
t

０
７
３（
433
）１
５
５
１

問
申
込
先

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
２
級

時
12
月
１
〜
14
日
　
９
〜
17
時

場
厚
生
年
金
ハ
ー
ト
ピ
ア
南
紀
田
辺

（
田
辺
市
）

定
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
３
級

修
了
者
　
50
人
　
抽

費
テ
キ
ス
ト
代
の
み
自
己
負
担

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
有

無
及
び
番
号
、
生
年
月
日
（
年
齢
）、

３
級
課
程
修
了
日
又
は
年
度
を
記
入

し
、
11
月
16
日
ま
で
に
県
地
域
介
護

普
及
セ
ン
タ
ー
〒
646
―
０
０
１
２
田

辺
市
神
島
台
６
―
１

問
申
込
先
t
０
７
３
９（
22
）６
５
８

９メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
セ
ミ
ナ
ー

演
題
「
集
中
力
を
強
化
し
て
、
仕
事

や
生
活
を
イ
キ
イ
キ
と
」

時
12
月
３
日
　
13
〜
16
時

場
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
（
和
歌
山
市
）

定
90
人
（
先
着
順
）

申
11
月
30
日
ま
で
に
県
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
t
０
７
３（
435
）

５
１
９
４

問
申
込
先

初
級
ス
ポ
ー
ツ
教
室

時
１
月
７
日
〜
３
月
18
日

場
県
体
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
和
歌
山

市
）

申
幼
児
・
児
童
の
体
操
・
水
泳
教
室

は
往
復
ハ
ガ
キ
で
11
月
24
日
ま
で
。

成
人
の
各
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
12
月
２

日
に
会
場
で
受
付

問
会
場
t
０
７
３（
431
）７
１
７
３

「
ふ
る
さ
と
和
歌
山
わ
い
わ
い
市
場
」

出
店
者

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
設
置
さ
れ

た
和
歌
山
の
産
品
市
場
の
こ
と

対
県
内
で
生
産
・
製
造
業
を
営
み
、

電
子
商
取
引
に
意
欲
の
あ
る
事
業
者

申
11
月
16
日
ま
で
に
県
庁
Ｉ
Ｔ
・
新

産
業
推
進
課

問
申
込
先

感
動
わ
か
や
ま
21
ふ
る
さ
と
わ
か

や
ま
再
発
見
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

時
12
月
２
日
　
13
時
30
分
集
合

集
合
場
所
野
上
町
ふ
れ
あ
い
公
園

定
200
人
（
先
着
順
）

費
送
迎
バ
ス
利
用
者
の
み
300
円

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
送
迎
バ
ス
利
用
の

有
無
（
Ｊ
Ｒ
海
南
駅
、
南
海
貴
志
駅

の
い
ず
れ
か
）
を
記
入
し
、
11
月
20

日
ま
で
に
海
草
振
興
局
県
民
行
政
部

総
務
課

問
申
込
先

わ
か
や
ま
環
境
フ
ェ
ア

エ
コ
商
品
等
展
示
・
抽
選
会

時
11
月
23
・
24
日
　
９
時
30
分
〜

場
わ
か
や
ま
館
（
和
歌
山
マ
リ
ー
ナ

シ
テ
ィ
）

事
前
申
込
必
要
イ
ベ
ン
ト
（
無
料
）

11
月
23
日
＝
石
こ
ろ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
（
13
時
30
分
〜
）、
ヒ
ッ
ト
ペ
ッ

ト
大
会
（
15
時
〜
）、
11
月
24
日
＝

エ
コ
セ
ミ
ナ
ー
（
13
時
30
分
〜
）

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
希
望
イ
ベ
ン
ト
名

を
記
入
し
、
11
月
16
日
ま
で
に
県
庁

環
境
生
活
総
務
課
（
先
着
順
）

問
県
庁
環
境
生
活
総
務
課

大
水
槽
ガ
ラ
ス
面
清
掃
作
業
公
開

時
12
月
16
日
　
14
〜
15
時

場
県
立
自
然
博
物
館
（
海
南
市
）

問
会
場
t
０
７
３（
483
）１
７
７
７

県
最
低
賃
金
改
正

日
額
５
、
１
２
２
円→

５
、
１
５
７
円

時
間
額
６
４
１
円→

６
４
５
円

問
和
歌
山
労
働
局
賃
金
室
t
０
７
３

（
422
）２
１
７
４

移
動
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

苦
情
相
談
や
講
座
、
商
品
テ
ス
ト
等

時
・
場
①
11
月
30
日
＝
海
南
市
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、②
12
月
５
日
＝
橋

本
市
教
育
文
化
会
館

と
も
に
13
時

30
分
〜

問
①
海
南
市
生
活
環
境
課
、
②
橋
本

市
地
域
振
興
課

個
人
事
業
税
（
後
期
分
）
の
納
期

限
は
11
月
30
日
で
す

納
付
は
お
早
め
に
。
口
座
振
替
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
各
振
興
局
税
務
課
（
海
草
は
税
務

部
事
業
税
課
）

わ
っ
歯し

ょ
い
わ
か
や
ま
８
０
２
０

フ
ェ
ス
タ
in
那
智
勝
浦

歯
の
検
診
や
イ
ル
カ（
歌
手
）ト
ー
ク
シ

ョ
ー
、と
っ
と
こ
ハ
ム
太
郎
シ
ョ
ー
等

時
11
月
18
日
　
10
〜
16
時

場
那
智
勝
浦
町
体
育
文
化
会
館

問
県
庁
健
康
対
策
課

県
推
奨
映
画

「
伊
能
忠
敬
―
子
午
線
の
夢
―
」
小
野

田
嘉
幹
監
督

困
難
を
克
服
し
た
人
々
の
努
力
と
人

間
愛
を
描
い
た
映
画
で
す

問
県
庁
青
少
年
課

県
立
学
校
の
実
習
助
手
、
寄
宿
舎

指
導
員
、
校
務
員
、
公
立
学
校
栄

養
士
採
用

採
用
予
定
人
数
実
習
助
手
＝
理
科
２

人
・
学
校
司
書
２
人
、
寄
宿
舎
指
導

員
２
人
、
校
務
員
２
人
、
学
校
栄
養

士
４
人

案
内
配
布
県
教
育
委
員
会
教
職
員
課
、

各
地
方
教
育
事
務
所
、
和
歌
山
市
教

育
委
員
会

問
県
教
育
委
員
会
教
職
員
課

県
現
業
職
採
用

時
12
月
12
日

場
日
赤
会
館
（
和
歌
山
市
）

試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人
数

船
員
１
人
程
度

受
験
資
格
昭
和
21
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
59
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
３
級
海
技
師
（
機
関
）
以
上

の
免
許
取
得
者
又
は
平
成
14
年
３
月

末
日
ま
で
に
取
得
見
込
者

試
験
案
内
・
申
込
用
紙
配
布
県
人
事

委
員
会
事
務
局
、
各
振
興
局
県
民
行

政
部
総
務
課
、
県
東
京
事
務
所
、
県

大
阪
観
光
セ
ン
タ
ー
、
海
南
工
事
事

務
所
、
串
本
建
設
部
総
務
管
理
課
等

申
11
月
９
〜
22
日
に
県
人
事
委
員
会

事
務
局

問
申
込
先
t
０
７
３（
441
）３
７
６
３

中
小
企
業
季
節
融
資
（
年
末
資
金
）

対
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
対
象
と

な
る
県
内
の
中
小
企
業
者
の
運
転
資
金

申
11
月
30
日
ま
で
に
原
則
と
し
て
県

内
に
本
・
支
店
が
あ
る
金
融
機
関

問
県
庁
商
工
金
融
課
、
各
振
興
局
地

域
行
政
課

ご
あ
ん
な
い�

試
　
験�

融
資
な
ど�
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2001.11月�
 月 火 水 木 金 土 日�
    1 2 3 4�
 5 6 7 8 9 10 11�
 12 13 14 15 16 17 18�
 19 20 21 22 23 24 25�
 26 27 28 29 30

対
象
種
別

教
室
名

曜
日
定
員

成人男女 成人
男性

成人女性 幼児・児童

体　操体　操体操　体操
水
泳

水
泳

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ

月
・
火

木
・
金

３
歳
児
と
親

火

20

４
〜
６
歳
児

月

小
１
〜
６
年
生

月

１
〜
３
歳
児
と
親

金

４
〜
６
歳
児

木

小
１
〜
２
年
生

土

小
３
〜
６
年
生

日

レ
デ
ィ
ー
ス
シ
ル
バ
ー

月

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
　
　
　
　
金
・
土

レ
デ
ィ
ー
ス
ウ
ェ
イ
ト

月

レ
デ
ィ
ー
ス
ス
イ
ミ
ン
グ

月

メ
ン
ズ
シ
ル
バ
ー

木

メ
ン
ズ
ウ
エ
イ
ト

金

ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ナ
イ
ト

火

ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
＆
ス
イ
ム

木

ナ
イ
ト
ス
イ
ミ
ン
グ

土

30各5025各30各50 50各

水　泳

みんな�
集合！�

募
　
集�

※

満天の星をみナイト！
内容 天体観測など
時 12月8～9日（1泊2日）
場紀北青少年の家
対 小学4～6年生40人 抽
費 3,900円
申 11月25日まで

クリスマスファンタジー
内容 ケーキ作り、パーテ
ィなど
時 12月22～23日（1泊2日）
場紀北青少年の家
定 小学4年～中学生50人 抽
費 3,500円
申 12月11日まで

ウエルカム白崎
内容 体験ダイビングや工作、
クリスマスパーティなど
時 12月22～25日（3泊4日）
場白崎青少年の家
対 小学6年～中学生40人 抽
費 12,500円
申 12月5日まで

ドミノに挑戦
時 12月25～27日（2泊3日）
場潮岬青少年の家
対 小学5年～中学生40人 抽
費 5,500円
申 12月9日まで

申込方法
電話又はハガキ、ＦＡＸ
に住所、氏名、年齢（学
年）、電話番号、保護者名
を記入し、各青少年の家
申込先・問
紀北青少年の家〒649－
7112かつらぎ町中飯降
1317-3、FAX0736（22）
5531、t0736（22）5530
白崎青少年の家〒649－
1123由良町大引961-1、
FAX0738（65）2352、
t0738（65）2351
潮岬青少年の家〒649－
3502串本町潮岬669、
FAX0735（62）0182、
t0735（62）6045

①次のフロン類回収業者等は12月から段
階的に知事への登録が必要になります。
・廃棄される業務用のエアコン、冷蔵機

器、冷凍機器からフロン類を回収しよ

うとする者

・使用済自動車のエアコンの引き取り

を行おうとする者

・使用済自動車のエアコンからフロン

類の回収を行おうとする者

②①の製品に充てんされているフロン類
を破壊しようとする者は主務大臣への許
可が必要になります。
③①の製品を廃棄する人は登録を受けた
事業者へ引き渡してください。
問 県庁環境管理課、各振興局衛生環境課
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時
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９
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間
（
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４
〜
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人
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識

―
思
い
や
る
心
が
築
く
新
世
紀
―

文
里

（
田
辺
市
）

５
戸

30各

秋季全国火災予防運動（11月9～15日）
これからは空気が乾燥し、火災が発生しやすい
時季です。火の元には十分気をつけてください。

フロン回収破壊法施行
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舞い落ちる紅葉に冬の訪れを感じ、季節の移り変わり
の早さにため息をつく今日この頃。「子どもの頃はこ
んなに早くなかったのに、なぜか年々早くなるわ」と

ついつい愚痴がでます。こういう時は秋の味覚で気分転換。でも
気を付けないとすぐに馬肥ゆる秋となるので、やっぱりスポーツ
の秋とのバランスが大事ですね（と自分に言い聞かす）。（香）

県植物公園緑花センター t0736（62）4029
洋ラン展 11月30日～12月2日

クリスマス・アレンジメントの飾り方※ 12月9日

（自己負担2,000円程度）

お正月を飾る寄せ植えの作り方※ 12月16日

（自己負担5,000円程度）

※は事前申込必要

交通事故相談 t073（441）2359

東牟婁振興局 t0735（22）8551
【常設相談】月～金曜日（東牟婁振興局は水曜日を
除く）

場所 県庁交通事故相談所、東牟婁振興局

【弁護士による相談】●県庁交通事故相談所　11月
19日、12月3日　受付 13～14時　●東牟婁振興
局　11月16日、12月7日　受付 正午まで（電話
予約必要）

【巡回相談】●伊都振興局　11月28日　●西牟婁振
興局　12月12日　受付 11～15時

県民相談 t073（441）2356
【常設相談】月～金曜日　場所 県庁県民相談室

【弁護士による相談】12月14日　場所 県庁県民相
談室　※11月30日から電話予約受付（先着20人）

【移動相談】①11月22日古座川町三尾川生活改善セ
ンター②11月27日桃山町桃山会館③12月4日かつ
らぎ町笠田東町民会館　※①東牟婁振興局t0735
（21）9605 ②那賀振興局t0736（61）0005③伊都振
興局t0736（33）4900へ電話予約必要（先着10人）

高齢者相談 t073（435）5212
【常設相談】月～金曜日

【専門相談】医療、リハビリ、保険・年金、税金、栄
養、住宅、法律、健康※日時はお問い合せください。

【弁護士による相談】11月16日（電話予約必要）

場所　県高齢者総合相談センター（和歌山ビッグ愛7階）

無料税務相談所
11月7、8日オークワパームシティ（和歌山市）、9日
ショッピングタウンココ（海南市）、13日ロマンシテ
ィ御坊店（御坊市）、16日オークワユピア店（湯浅町）
※各税務署でも相談を受けています
問い合わせ　県庁税務課t073（441）2182

■文化いきいきトーク（無料）
「ミステリーこそエンターテインメント」
ミステリー作家　前田朋子

日　時 11月17日　14:00～
場　所 県立図書館（和歌山市）

■民謡の集い（無料）
日　時 11月18日　9:00～
場　所 貴志川町生涯学習センター

■和歌山県人形劇フェスティバル（無料）
・日　時 11月18日　10:00～
場　所 岩出町アイアイセンター
・日　時 11月18日　13:00～
場　所 野上町動物愛護センター
・日　時 12月2日　11:00～
場　所 橋本市中央公民館

■劇団四季ミュージカル
「夢から醒めた夢」
原作：赤川次郎　演出：浅利慶太

日　時 11月19日　18:30～
場　所 県民文化会館（和歌山市）
入場料 SS席8,400円　S席7,350円　
Ａ席 5,250円　Ｂ席3,150円

■第52回先覚文化功労者顕彰式典
日　時 11月21日　13:00～
場　所 アバローム紀の国（和歌山市）

■第28回和歌山県少年少女合唱団
合同演奏会（無料）

日　時 11月23日　13:00～
場　所 下津町民交流センター

■きのくに移動芸術祭
「澤和樹と仲間たち」
日　時 11月23日　14:00～
場　所 美里町文化センター
入場料 一般1,500円　小中高生1,000円

■2001年演劇祭 IN 和歌山
・「クリスマスディナーショー バンパネラ舞踏会」
日　時 12月9日　18:00～
場　所 東急イン（和歌山市）
入場料 8,800円
・「天使のはしご」
日　時 12月1、2日
場　所 海南市勤労青少年ホーム
入場料 無料

■第29回
ベートーヴェン第九交響曲演奏会

日　時 12月12日　18:30～
場　所 県民文化会館（和歌山市）
入場料 座席指定　　5,000円

当日座席指定4,000円

■バレエ・フェスティバル（無料）
日　時 12月16日　13:00～
場　所 県民文化会館（和歌山市）

■第16回田辺第九演奏会
日　時 12月16日 15:30～
場　所 紀南文化会館（田辺市）
入場料 S席4,500円　A席4,000円（当
日4,500円）学生 2,000円

秋もすっかり深まってきました。県民文化祭も終盤にさしかかって

きましたが、まだまだ催しがいっぱいあります。皆さんの参加をお待

ちしています。なお、総合的なお問い合わせは、県庁文化国際課へ。
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平成14年度看護婦・士等学生募集
保健婦 県立高等看護学院 〒649-6604 0736 H13. 12. 6 1次 H14. 1.29 1次H14. 2. 5 15時
・士 保健学科 那賀町西野山505-1 75-6280 20 ～12.13 2次 2.12 2次 2.15 15時

県立高等看護学院 〒649-6604 0736 H13. 12. 6 1次 H14. 1.28 1次H14. 2. 5 15時
助産学科 那賀町西野山505-1 75-6280 15 ～12.13 2次 2.12 2次 2.15 15時
県立医科大学 〒641-0011 073 H14. 2. 1 学力H14. 3. 3 H14. 3.14 正午
看護短期大学部 和歌山市三葛580 446-6700 80 ～ 2. 6 面接 3. 4
県立高等看護学院 〒649-6604 0736 H13. 12. 6 1次 H14. 1.24 1次H14. 1.31 15時　
看護学科一部 那賀町西野山505-1 75-6280 50 ～12.13 2次 2. 7 2次 2.15 15時
県立なぎ看護学校 〒647-0072 0735 H13. 12. 6 1次 H14. 1.24 1次H14. 1.30 15時

新宮市蜂伏20-39 31-8797 40 ～12.13 2次 2. 6 2次 2. 7 15時
和歌山赤十字 〒640-8269 073 H13. 12. 3 1次 H14. 1.24 1次H14. 1.25 9時
看護専門学校 和歌山市小松原通4-20 422-4171 50 ～12.20 2次 1.25 2次 1.30 9時
社会保険 〒646-0031 0739 前期
紀南看護専門学校 田辺市湊663 22-1592 30 H13. 12.10 筆記H14. 1.24 筆記H14. 1.25 8時30分

～12.21 面接 1.25 2. 1 10時
後期
H14. 2.23 筆記H14. 3. 7 筆記H14. 3. 8 8時30分
～ 3. 1 面接 3. 8 3.13 10時

和歌山労災 〒640-8435 073 H13. 12. 3 学科H14. 1.31 H14. 2.13 10時
看護専門学校 和歌山市古屋435 452-0987 30 ～H14.1. 7 面接 2. 1
和歌山 〒640-0112 073 前期
看護専門学校 和歌山市西庄1107-26 456-5780 50 H13. 12.10 前期H14. 1.24 前期H14. 1.31 9時

～12.13
後期
H14. 2. 6 後期H14. 2.21 後期H14. 2.28 9時
～ 2. 8

和歌山市医師会 〒641-0051 073 H14. 1. 8 H14. 1.24 H14. 1.29 9時
看護専門学校 和歌山市西高松2-13-34 445-9805 40 ～ 1.10
県立高等看護学院 〒649-6604 0736 H13. 12. 6 1次 H14. 1.24 1次H14. 1.31 15時
看護学科二部 那賀町西野山505-1 75-6280 45 ～12.13 2次 2. 5 2次 2.15 15時
県立南紀高等学校 〒646-0024 0739 H14. 1.29 H14. 2. 5 H14. 2.12 10時
専攻科 田辺市学園1-88 22-3776 40 ～1.31正午
県立南紀高等学校 〒646-0024 0739 H14. 2.26 H14. 3.13 H14. 3.19
看護科 田辺市学園1-88 22-3776 40 ～2.28正午
国保野上厚生総合 〒640-1141 073 H14. 1.21 1次 H14. 2. 6 1次H14. 2. 8 10時30分
病院附設准看護学院 野上町小畑198 489-2178 15 ～ 1.31 2次 2.14 2次 2.15 10時
新宮市医師会 〒647-0012 0735 H14. 1.21 H14. 2.14 H14.2.16
准看護学院 新宮市伊佐田町1-2-12 21-2529 30 ～ 2. 2

学　校　名　　　　 所　在　地　　　　 電話番号　　　 願書受付期間 試　験　日　　　　 合　格　日課 程
定員
（人）

・募集定員は、推薦枠を含む
・3年課程とは高等学校卒業から看護婦・士になるコース
・2年課程とは准看護婦・士から看護婦・士になるコース

・5年課程とは中学校卒業から5年一貫で看護婦・士になる
コース
※詳細については、各学校・養成所へお問い合わせください

看
　
護
　
婦
・
士

助産婦

５年
課程

２
年
課
程

３
　
年
　
課
　
程

准看護
婦・士

生命又は身体に重大な危害を受ける恐れがあるとき
は、裁判所に申し立てることができます。
申し立てると、裁判所は加害者に対し、被害者の住
居、勤務先等の付近を徘徊

はいかい

することを禁止したり、
家から出ていくように命令を出します。
※命令に違反すれば罰則規定があります。

●ご相談ください。
・女性相談所t073（445）0793
・男女共生社会推進センターりぃぶる
t073（435）5245
・各振興局健康推進課

配偶者からの暴力の防止及び
被害者の保護に関する法律（DV防止法）が

10月13日に施行されました。

近
畿
高
等
学
校総合

文
化
祭

近
畿
各
府
県
の
高
校
生
が
日
頃
の

成
果
を
競
い
ま
す
。

＊各催しは、都合により変更される場合があります。

劇団四季
ミュージカル

麻薬・覚せい剤乱用防止運動実施中
「薬物乱用は、ダメ。ゼッタイ。」

～愛する自分を大切に～

海草t073（482）0600、那賀t0736（61）0021、
伊都t0736（42）3210、有田t0737（64）1294、
日高t0738（22）3481、西牟婁t0739（26）7933、
東牟婁t0735（22）8551
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